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Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価

２．火山現象

２．１ 既往津波に関する文献調査

２．２ 海域の火山

２．３ 陸域の火山

２．４ 「火山現象」に起因する津波の評価
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• 文献調査の結果，敷地周辺において火山現象による既往津波の記録はない。

① 宇佐美龍夫・石井寿・今村隆正・武村雅之・松浦律子（2013）：日本被害地震総覧 599-2012，東京大学出版会

② 渡辺偉夫（1998）：日本被害津波総覧 [第2版]，東京大学出版会

③ 気象庁(1951～2019)：地震月報ほか

④ 国立天文台編（2021）：理科年表，令和３年，第94冊，丸善

【調査した文献】

Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ２．火山現象

２．１ 既往津波に関する文献調査

第1027回審査会合（R4.1.28）

資料1-1 p411 再掲
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Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ２．火山現象

２．２ 海域の火山

• 海上保安庁の海域火山データベースから，敷地前面海域に津波を発生させる海底火山の存在は認められない。

海域の火山

第1027回審査会合（R4.1.28）

資料1-1 p412 再掲
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Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ２．火山現象

２．３ 陸域の火山

• 将来の活動可能性がある火山のうち，敷地に影響を及ぼした可能性がある恵山を対象として，同火山の山体崩壊に伴う津波を数値シミュレーション
により評価した。

• 山体崩壊量及び海域への流入量の設定は，電源開発株式会社（2008）において用いられた下記の推定山体崩壊域及び堆積域に基づき設定した。

恵山の位置 恵山の推定山体崩壊域及び堆積域（平面図）

恵山

項目 内容 設定根拠

崩壊量
（海域への流入量）

0.05（km3）
安全側を考慮し，既往最大の約２万年前の崩壊量と同規模の崩壊
物が，海域に流入するものと想定。

堆積物の分布範囲 8（km2）
島原眉山（長崎県）が1792年に地震により崩壊し津波を発生させた
事例を参考に，恵山の山体の規模を考慮した上で設定。

東通原子力発電所

主な諸元

■対象火山の選定

第1027回審査会合（R4.1.28）

資料1-1 p413 再掲
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Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ２．火山現象

２．３ 陸域の火山

• 数値シミュレーションは，Kinematic landslideモデルを用いて実施した。

• 津波波源モデル，各パラメータは下記の設定値を用いた。

各パラメータ設定

項目 内容 設定根拠

堆積域の平均堆積厚さ 6（m） 崩壊物の堆積域に相当する海底面に，崩壊物の平均堆積厚さに相当する比高変化を設定。

崩壊土砂速度 70（m/s） 佐竹・加藤（2002）による1741年渡島大島の山体崩壊による津波検討結果（崩壊土砂速度（67（m/s））を参考に設定。

比高変化継続時間
（ライズタイム）

60（s）
佐竹・加藤（2002）による1741年渡島大島の山体崩壊による津波検討結果を参考に，恵山の海域への崩壊物流入
量（0.05（km3））が，1741年渡島大島の海域への崩壊物流入量（2.5±0.3（km3））より小さいことを考慮した上で設定。

津波波源モデル

■数値シミュレーションの手法及び計算条件

第1027回審査会合（R4.1.28）

資料1-1 p414 再掲
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• 最大水位上昇量，最大水位下降量ともに約1mであり，地震に起因する津波に伴う津波高と比較して十分小さいことを確認した。

Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ２．火山現象

２．３ 陸域の火山

■津波解析結果：最大水位上昇量及び最大水位下降量

対象火山

最大水位上昇量（ｍ）

敷地前面
取水口
前面

補機冷却海水
系取水口前面

放水路
護岸前面

恵山 0.89※１ 0.78 0.77 ―※２

【水位上昇側】

対象火山

補機冷却海水系取水口前面

最大水位下降量（ｍ） 取水口敷高※３を下回る時間（分）

恵山 -0.88 ―※４

【水位下降側】

第1027回審査会合（R4.1.28）

資料1-1 p415 一部修正

※３：補機冷却海水系取水設備の詳細は，補足説明資料「Ⅶ．計算条件等 ４．津波水位の評価位置」に記載。

※４：取水口敷高（T.P.-4.0m）を下回らない。

※１：敷地前面まで津波が到達しないため，敷地周辺での最大水位上昇量を記載

※２：放水路護岸前面まで津波が到達しない。
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水位上昇側（最大水位上昇量） 水位下降側（最大水位下降量）

補機冷却海水系取水口前面における水位時刻歴波形※２

Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ２．火山現象

２．３ 陸域の火山

■津波解析結果：最大水位上昇量・下降量分布及び水位時刻歴波形

補機冷却海水系
取水口前面

-0.88m

最大水位上昇量分布 最大水位下降量分布

敷地前面※１

0.89m

※２：水位時刻歴波形は，補機冷却海水系取水口前面の
中央位置に該当するメッシュで抽出（抽出位置は，補足説明
資料「 Ⅶ．計算条件等 ４．津波水位の評価位置」に記載）

※１：陸上に津波が遡上しないため，汀線位置の最大水位上昇量を記載
（津波評価位置の詳細は，補足説明資料 「Ⅶ．計算条件等 ４．津波水位
の評価位置」に記載）

第1027回審査会合（R4.1.28）

資料1-1 p416 再掲
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• 各評価位置における最大水位上昇量及び最大水位下降量を以下に示す。

Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ２．火山現象

２．４ 「火山現象」に起因する津波の評価

種別 波源モデル

最大水位上昇量（ｍ）

敷地前面 取水口前面
補機冷却海水
系取水口前面

放水路
護岸前面

海域の火山 敷地前面海域に津波を発生させる海底火山の存在は認められない。

陸域の火山 恵山 Kinematic landslideモデル 0.89※１ 0.78 0.77 ―※２

■水位上昇側

種別 波源モデル

補機冷却海水系取水口前面

最大水位下降量（ｍ） 取水口敷高※３を下回る時間（分）

海域の火山 敷地前面海域に津波を発生させる海底火山の存在は認められない。

陸域の火山 恵山 Kinematic landslideモデル -0.88 ―※４

■水位下降側

※３：補機冷却海水系取水設備の詳細は，補足説明資料「Ⅶ．計算条件等 ４．津波水位の評価位置」に記載。

※４：取水口敷高（T.P.-4.0m）を下回らない。

第1027回審査会合（R4.1.28）

資料1-1 p417 一部修正

※１：敷地前面まで津波が到達しないため，敷地周辺での最大水位上昇量を記載

※２：放水路護岸前面まで津波が到達しない。
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Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価

３．地震以外に起因する津波の評価結果のまとめ

３．１ 水位上昇側

３．２ 水位下降側
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Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ３．地震以外に起因する津波の評価結果のまとめ

３．１ 水位上昇側

• 水位上昇側の決定ケースは，海底地すべりに起因する津波のうち日高舟状海盆に起因する津波（二層流モデル）と評価した。

発生
要因

種別 波源モデル

最大水位上昇量（m）

敷地前面 取水口前面
補機冷却海水
系取水口前面

放水路
護岸前面

地すべり等

陸上の地すべり及び斜面崩壊 発電所へ与える影響は極めて小さい

海底
地すべり

下北太平洋側
大陸棚外縁

二層流モデル 0.84※１ 0.78 0.77 ―※２

Kinematic landslide
モデル

0.74※１ 0.56 0.53 ―※２

日高舟状海盆

二層流モデル 4.25 1.99 2.13 ―※２

Kinematic landslide
モデル

1.61※１ 1.55 1.58 ―※２

日本海溝付近における海山 発電所へ与える影響は極めて小さい

ハワイ付近 日本沿岸における津波水位は最大で3.8m程度※３

火山現象

海域 敷地前面海域に津波を発生させる海底火山の存在は認められない

陸域 恵山
Kinematic landslide
モデル

0.89※１ 0.78 0.77 ―※２

■津波水位の比較

※１：敷地前面まで津波が到達しないため，敷地周辺での最大水位上昇量を記載

※２：放水路護岸前面まで津波が到達しない。

※３：1975年Kalapana津波による宮城県鮎川検潮所での検潮記録（全振幅：55㎝）と「Alika-2」 の地すべり体積（約105km3）から，Papadopoulos and Kortekaas（2003）

による地すべり体積と津波水位の関係式を用いて算定。

第1027回審査会合（R4.1.28）

資料1-1 p419 一部修正
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発生
要因

種別 波源モデル

補機冷却海水系取水口前面

最大水位下降量（m） 取水口敷高※１を下回る時間（分）

地すべり等

陸上の地すべり及び斜面崩壊 発電所へ与える影響は極めて小さい

海底
地すべり

下北太平洋側
大陸棚外縁

二層流モデル -0.63 ―※２

Kinematic landslide
モデル

-0.55 ―※２

日高舟状海盆

二層流モデル -2.50 ―※２

Kinematic landslide
モデル

-1.24 ―※２

日本海溝付近における海山 発電所へ与える影響は極めて小さい

ハワイ付近 発電所へ与える影響は，日高舟状海盆の海底地すべりよりも小さい※3

火山現象

海域 敷地前面海域に津波を発生させる海底火山の存在は認められない

陸域 恵山
Kinematic landslide
モデル

-0.88 ―※２

※１：補機冷却海水系取水設備の詳細は，補足説明資料「Ⅶ．計算条件等 ４．津波水位の評価位置」に記載。

※２：取水口敷高（T.P.-4.0m）を下回らない。

※３：Papadopoulos and Kortekaas（2003） による地すべり体積と津波水位の関係式は水位上昇側（遡上高）を算定する式であるため，水位下降側の水位を定量的に評価

することはできないが，日高舟状海盆の海底地すべりによる敷地前面の最大水位上昇量（4.25m）とハワイ付近の海底地すべりによる津波水位（日本沿岸において

最大3.8m程度）の比較から，発電所へ与える影響は，日高舟状海盆の海底地すべりの影響よりも小さいと考えられる。

Ⅱ．地震以外に起因する津波の評価 ３．地震以外に起因する津波の評価結果のまとめ

３．２ 水位下降側

第1027回審査会合（R4.1.28）

資料1-1 p420 一部修正

• 水位下降側の決定ケースは，海底地すべりに起因する津波のうち日高舟状海盆に起因する津波（二層流モデル）と評価した。

■津波水位の比較
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余 白
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Ⅲ．地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の組合せの評価

１．評価対象とする津波の選定

２．評価方針

３．海底地すべりが発生する時間範囲の算定

４．組合せ時間の算定位置

５．組合せ時間（パラメータスタディ範囲）の設定

６．同波動場での津波解析

７．地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の組合せの評価



439Ⅲ．地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の組合せの評価

１．評価対象とする津波の選定

• 津波発生要因に係る敷地の地学的背景，津波発生要因の関連性及び発電所の津波高さと補機冷却海水系取水口敷高を下回る継続時間に与える
影響を考慮して，地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の組合せを評価する。

■基本方針

＜地震に起因する津波＞

• 十勝沖・根室沖から岩手県沖北部の連動型地震 ＜右図中： ＞

• 津波地震 ＜右図中： ＞

• 海洋プレート内地震（正断層型の地震） ＜右図中： ＞

• 海域の活断層による地殻内地震（恵山沖断層） ＜右図中： ＞

＜地震以外に起因する津波＞

• 陸上の地すべり及び斜面崩壊

• 下北太平洋側大陸棚外縁の海底地すべり ＜右図中：■＞

• 日高舟状海盆の海底地すべり（浦河沖の海底地すべり） ＜右図中：■＞

• 日本海溝付近における海山の海底地すべり

• ハワイ付近の海底地すべり

• 恵山の山体崩壊 ＜右図中：▲＞

• 想定波源域，地震規模が大きく，発電所に与える影響が最も大きい「十勝沖・根室沖から岩手県沖北部の連動型地震」を評価対象とする。

■評価対象とする津波の選定

第1027回審査会合（R4.1.28）

資料1-1 p423 修正

S210

【地震に起因する津波】

【地震以外に起因する津波】

• 「十勝沖・根室沖から岩手県沖北部の連動型地震」の活動により地すべりが励起される可能性を考慮し，発電所に与える影響が最も大きい「日高舟状
海盆の海底地すべり（浦河沖の海底地すべり）」を評価対象とする※。

• 「ハワイ付近の海底地すべり」，「恵山の山体崩壊」については，「十勝沖・根室沖から岩手県沖北部の連動型地震」の活動との関連性は無いと考えら
れることから，評価対象外とする。

• 「日本海溝付近における海山の海底地すべり」のほか，短周期の波を発生させる要因の１つとして考えられる未知なる分岐断層（＝「その他の地震」）
や海底地すべり等が存在する可能性については，「十勝沖・根室沖から岩手県沖北部の連動型地震」のうち特性化モデル④で考慮していることから
（p.378），本検討の対象外とする。

※：海底地すべりに起因する津波のうち日高舟状海盆の海底地すべりを選定することの妥当性については，補足説明資料「Ⅵ．地震に起因する津波と地震以外に起因する

津波の組合せ評価」に記載。

東通原子力

発電所

各津波波源の位置関係

0 200ｋｍ
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【地震に起因する津波】 十勝沖・根室沖から岩手県沖北部の連動型地震

【地震以外に起因する津波】 日高舟状海盆の海底地すべり（浦河沖の海底地すべり）（二層流モデル）

＜水位上昇側＞

破壊開始点：P6
破壊伝播速度：2.0km/s
ライズタイム：60s

破壊開始点：P4
破壊伝播速度：1.0km/s
ライズタイム：60s

破壊開始点：P1
破壊伝播速度：1.0km/s
ライズタイム：60s

＜水位下降側＞

基準断層モデル① 基準断層モデル② 基準断層モデル③

海底地すべり地形（現地形）

東通原子力

発電所

海底地すべり位置（産業技術総合研究所（2013）に一部加筆）

海底地すべりの地すべり土塊（崩壊物）

東通原子力
発電所

東通原子力
発電所

東通原子力
発電所

• 各津波発生要因の最大水位上昇量，最大水位下降量及び補機冷却海水系取水口敷高を下回る継続時間の決定ケースを対象とする。

■津波波源の選定

Ⅲ．地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の組合せの評価

１．評価対象とする津波の選定 S210

第1027回審査会合（R4.1.28）

資料1-1 p423 修正
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• 日高舟状海盆の海底地すべりは，十勝沖・根室沖から岩手県沖北部の連動型地震による地震動が海底地すべり位置に到達する時間（Ts）
から，海底地すべり位置での地震動継続時間（Td）の時間範囲（Ts～Ts+Td）で発生するものとし，津波解析は同波動場で実施する（一体解析）。

• 地震と海底地すべりの組合せ時間について，発電所敷地前面（遡上域）及び発電所港湾内（海域）の複数地点を対象に，各津波の水位時刻
歴波形の線形足し合わせにより，発電所の津波高さ及び補機冷却海水系取水口敷高を下回る継続時間に及ぼす影響が大きい組合せ時間を
算定する。

• 津波解析は，上記線形足し合わせにより算定した組合せ時間が同波動場による解析においても影響が大きくなるとは限らないことを踏まえ，
各位置で算定した組合せ時間を基本として，日高舟状海盆の海底地すべりに伴う津波の周期（約10分＝約600秒）の１/１００に相当する±６秒
の範囲を対象に，３秒間隔でパラメータスタディを実施し，津波高さ及び補機冷却海水系取水口敷高を下回る継続時間を評価する。なお，±６秒
の範囲でピークが確認できない場合には，ピークを確認できるまでパラメータスタディ範囲を拡大する。

Ⅲ．地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の組合せの評価

２．評価方針 S212S211

【評価フロー】

① 海底地すべりが発生する時間範囲の算定

② 組合せ時間の算定位置の選定

③ 組合せ時間（パラメータスタディ範囲）の設定

④ 同波動場での津波解析（一体解析）

第1027回審査会合（R4.1.28）

資料1-1 p423 修正

S213



442

• 十勝沖・根室沖から岩手県沖北部の連動型地震による地震動が海底地すべり位置に到達する時間（Ts ）から，Noda et al.（2002）による振幅包絡線
の経時特性から得られる地震動継続時間（Td）の範囲（Ts～Ts+Td）で，日高舟状海盆の海底地すべりが発生することを想定する。

日高舟状海盆の海底地すべり

（浦河沖の海底地すべり）

■海底地すべりが発生する時間範囲の設定方法

：破壊開始点

十勝沖・根室沖から岩手県沖北部
の連動型地震

水位上昇量決定ケース

（破壊開始点：P6）

：破壊開始点

東通原子力
発電所

Ⅲ．地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の組合せの評価

３．海底地すべりが発生する時間範囲の算定

 

 

Noda et al.(2002)による振幅包絡線の経時特性

① 地震動の到達時間（Ts）の算定

• 地震の破壊開始点から海底地すべり頂部までの距離（＝震源距離）と
S波速度（3.4km/s（地震調査研究推進本部（2009）））から，海底地すべ
り位置に地震動が到達する時間（Ts）を算定する。

② 海底地すべり位置での地震動継続時間（Td）の算定

• Noda et al.（2002）による振幅包絡線の経時特性から地震動
が到達する時間（Tｄ）を算定する。

■算定方針

S212S211

第1027回審査会合（R4.1.28）

資料1-1 p424 修正
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区分 波源モデル 破壊開始点位置 海底地すべり
地震の破壊開始点から
海底地すべり頂部まで

の距離（X）
S波速度

地震動到達時間
（Ts）

水位上昇側 基準断層モデル① P6 日高舟状海盆 258.3（km） 3.4（km/s） 76.0（s）

水位下降側

基準断層モデル② P4 日高舟状海盆 153.8（km） 3.4（km/s） 45.2（s）

基準断層モデル③ P1 日高舟状海盆 60.9（km） 3.4（km/s） 17.9（s）

基準断層モデル①

破壊開始点：P6

Ⅲ．地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の組合せの評価

３．海底地すべりが発生する時間範囲の算定

• 各地震の破壊開始点から海底地すべり頂部までの距離（＝震源距離）とS波速度（3.4km/s（地震調査研究推進本部（2009）））から，海底地すべり
位置に地震動が到達する時間（Ts）を以下のとおり算定した。

基準断層モデル②

破壊開始点：P4

基準断層モデル③

破壊開始点：P1

東通原子力
発電所

東通原子力
発電所

東通原子力
発電所

日高舟状海盆の
海底地すべり

日高舟状海盆の
海底地すべり

日高舟状海盆の
海底地すべり

■地震動の到達時間（Ts）の算定

日高舟状海盆の海底地すべり

（浦河沖の海底地すべり）

S212S211

第1027回審査会合（R4.1.28）

資料1-1 p425 一部修正
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区分 波源モデル 破壊開始点
地震動到達時間

（Ts）
地震動継続時間

（Td）
海底地すべりが発生する時間範囲

（Ts～Ts＋Td）

水位上昇側 基準断層モデル① P6 76.0（s） 263.9（s） 76.0（s）～339.9（s）

水位下降側

基準断層モデル② P4 45.2（s） 222.9（s） 45.2（s）～268.1（s）

基準断層モデル③ P1 17.9（s） 170.0（s） 17.9（s）～187.9（s）

• Noda et al.（2002）による振幅包絡線の経時特性を参考として，海底地すべり位置での地震動継続時間（Td） を以下のとおり算定した。

区分 波源モデル 破壊開始点 地震規模
各地震の破壊開始点から

海底地すべり頂部まで
の距離（＝震源距離）

振幅包絡線の経時特性

Tb Tc Td

水位上昇側 基準断層モデル① P6 9.04 258.3（km） 38.9（s） 90.4（s） 263.9（s）

水位下降側

基準断層モデル② P4 9.05 153.8（km） 39.4（s） 91.2（s） 222.9（s）

基準断層モデル③ P1 9.04 60.9（km） 38.9（s） 90.4（s） 170.0（s）

 

■地震動継続時間（Td） の算定

 

■海底地すべりが発生する時間範囲の算定

Noda et al.(2002)による振幅包絡線の経時特性

• 海底地すべり位置に地震動が到達する時間（Ts）と地震動継続時間（Td） から，海底地すべりが発生する時間範囲を以下のとおり算定した。

Ⅲ．地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の組合せの評価

３．海底地すべりが発生する時間範囲の算定
S212S211

第1027回審査会合（R4.1.28）

資料1-1 p426 一部修正
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Ⅲ．地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の組合せの評価

４．組合せ時間の算定位置

• 敷地前面（遡上域）については，十勝沖・根室沖から岩手県沖北部の連動型地震と日高舟状海盆の海底地すべりの最大水位上昇量分布（遡上
範囲）の比較から，日高舟状海盆の海底地すべりに伴う津波の最大水位上昇量発生位置を代表地点として，遡上域の津波高さに及ぼす影響が
大きい組合せ時間を算定する。

• 発電所港湾内については，水位上昇側及び水位下降側の評価点である水位時刻歴波形抽出位置のうち十勝沖・根室沖から岩手県沖北部の連
動型地震と日高舟状海盆の海底地すべりに伴う津波が到達する補機冷却海水系取水口前面及び取水口前面位置を対象に，津波高さに及ぼす
影響が大きい組合せ時間を算定する。

■水位上昇側

• 水位上昇側及び水位下降側の評価点である水位時刻歴波形の抽出位置のうち十勝沖・根室沖から岩手県沖北部の連動型地震と日高舟状海盆
の海底地すべりに伴う津波が到達する補機冷却海水系取水口前面，取水口前面位置を対象に，津波高さに及ぼす影響が大きい組合せ時間を
算定する。

■水位下降側

十勝沖・根室沖から岩手県沖北部の連動型地震
に伴う津波の最大水位上昇量分布

（基準断層モデル①）

日高舟状海盆の海底地すべりに伴う津波の

最大水位上昇量分布

水位時刻歴波形の抽出位置※

最大水位

上昇量

発生位置 取水口前面

補機冷却海水系
取水口前面

S212S211

※：水位時刻歴波形は，各取放水設備前面の中央位置に該当するメッシュで抽出（抽出位置は，補足説明資料「Ⅶ．計算条件等 ４．津波水位の評価位置」に記載）
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地震に起因する津波の水位時刻歴波形

海底地すべりに起因する津波の水位時刻歴波形

地震発生

～

海底地すべりが発生する
時間範囲（Ts～Ts＋Td）

海底地すべり位置への

地震動到達時間（Ts）

海底地すべり位置での
地震動継続時間（Td）

時間

時間

0

0

水
位

水
位

線形足し合わせし，最高
水位・最低水位となる組
合せ時間を算定

Tmax(水位上昇側)

Tmax(水位下降側)

【STEP1】線形足し合わせによる組合せ時間（Tmax ）の算定 【STEP２】組合せ時間（パラメータスタディ範囲）の設定

• STEP1で算定した各算定位置の組合せ時間（Tmax）を基本に，日高
舟状海盆の海底地すべりの津波周期（約10分＝600秒）の１/１００
に相当する±６秒の範囲を対象に，３秒間隔でパラメータスタディ
を実施する。

• 上記±６秒の範囲でピークが確認できない場合には，ピークを確認
できるまでパラメータスタディ範囲を拡大する。

パラメータスタディ範囲の設定（概念）

Tmax1-3(s)-6(s)※２

Ⅲ．地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の組合せの評価

５．組合せ時間（パラメータスタディ範囲）の設定

• 津波水位の大小と補機冷却海水系取水口敷高を下回る継続時間の長短には相関性があることを踏まえ※１，組合せ時間（パラメータスタディ範囲）
は，津波水位に着目して設定する。具体的には，各算定位置における水位時刻歴波形を用いて，津波水位が最も高くなる，もしくは最も低くなる組
合せ時間（Tmax）を線形足し合わせにより算定する（【STEP1】）。

• 各位置で算定した組合せ時間（Tmax） を基本として，日高舟状海盆の海底地すべりに伴う津波の周期（約10分＝約600秒）の１/１００に相当する
±６秒の範囲を対象に，３秒間隔でパラメータスタディを実施する（【STEP2】）。

線形足し合わせにより
算定した組合せ時間（Tmax）

3(s) 3(s)
Tmax2 +6(s)※２+3(s)

※２：±6秒の範囲でピークが確認されない場合には，ピークが確認できるまで

パラメータスタディ範囲を拡大する。

3(s)
Ts Ts＋Td

■設定方針

S212S211

第1027回審査会合（R4.1.28）

資料1-1 p424 修正

※１：水位下降側の評価方法の詳細は，補足説明資料「Ⅶ．計算条件等 ５．水位下降側の評価方法」に記載。



447

【水位上昇側（基準断層モデル①）】敷地前面（日高舟状海盆の海底地すべりに伴う津波の最大水位上昇量発生位置）（１／２）

• 日高舟状海盆の海底地すべりに伴う津波の最大水位上昇量発生位置における各津波の水位時刻歴波形を以下に示す。

• 日高舟状海盆の海底地すべりに伴う津波は，十勝沖・根室沖から岩手県沖北部の連動型地震に伴う津波よりも早く敷地前面（遡上域）に到達する
とともに，第１波のみしか陸域に遡上しないことから（詳細は，次頁に記載），海底地すべりが発生する時間範囲：76.0s～339.9sでは，十勝沖・根室
沖から岩手県沖北部の連動型地震に伴う津波の水位上昇に影響しないことを確認した。

水位時刻歴波形の抽出位置

（日高舟状海盆の海底地すべりに伴う津波の

最大水位上昇量分布）

水位時刻歴波形の

抽出位置

（最大水位上昇量

発生位置）

【各津波の水位時刻歴波形】

十勝沖・根室沖から岩手県沖北部の連動型地震に伴う津波

（基準断層モデル①）※

日高舟状海盆の海底地すべりに伴う津波※

Ⅲ．地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の組合せの評価

５．組合せ時間（パラメータスタディ範囲）の設定

■線形足し合わせによる組合せ時間（Tmax）の算定（１／４）

S212S211

※：図中斜線部は水位抽出点の地盤の標高を示す

時間（分）

時間（分）
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【水位上昇側（基準断層モデル①）】敷地前面（日高舟状海盆の海底地すべりに伴う津波の最大水位上昇量発生位置）（２／２）

Ⅲ．地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の組合せの評価

５．組合せ時間（パラメータスタディ範囲）の設定 S212S211

• 日高舟状海盆の海底地すべりに伴う津波が敷地前面（遡上域）に到達する第１波及び第２波の来襲状況（スナップショット）を以下に示す。

■第１波来襲状況：海底地すべり発生28分～31分後（１分刻み）

28分後（押し波） 29分後（押し波） 30分後（押し波）

（最大水位上昇量発生時間付近）

31分後（押し波→引き波）

33分後（引き波→押し波） 35分後（押し波） 37分後（押し波→引き波） 39分後（引き波）

■第２波来襲状況：海底地すべり発生33分～39分後（２分刻み）

第１波による遡上波の

影響（以降，継続）
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波源モデル
海底地すべりが

発生する時間範囲
（Ts～Ts＋Td）

組合せ時間（Tmax）

十勝沖・根室沖から岩手県沖
北部の連動型地震

日高舟状海盆の
海底地すべり

補機冷却海水系
取水口前面

取水口前面

基準断層モデル① 二層流モデル 76.0（s）～339.9（s） 76.6(s) 87.5(s)

• 各津波の補機冷却海水系取水口前面及び取水口前面位置における水位時刻歴波形を線形足し合わせし，組合せ時間（Tmax）を以下のとおり
算定した。

：地震に起因する津波

：海底地すべりに起因する津波

：線形足し合わせ

補機冷却海水系取水口前面 取水口前面

海底地すべりの波形を76.6（s）移動させて

（遅らせて）線形足し合わせした波形
海底地すべりの波形を87.5（s）移動させて

（遅らせて）線形足し合わせした波形

【水位上昇側（基準断層モデル①）】補機冷却海水系取水口前面，取水口前面

Ⅲ．地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の組合せの評価

５．組合せ時間（パラメータスタディ範囲）の設定

■線形足し合わせによる組合せ時間（Tmax）の算定（２／４）

S212S211

第1027回審査会合（R4.1.28）

資料1-1 p427 修正
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：地震に起因する津波

：海底地すべりに起因する津波

：線形足し合わせ

補機冷却海水系取水口前面 取水口前面

海底地すべりの波形を130.4（s）移動させて

（遅らせて）線形足し合わせした波形

海底地すべりの波形を138.2（s）移動させて

（遅らせて）線形足し合わせした波形

Ⅲ．地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の組合せの評価

５．組合せ時間（パラメータスタディ範囲）の設定

• 各津波の補機冷却海水系取水口前面及び取水口前面位置における水位時刻歴波形を線形足し合わせし，組合せ時間（Tmax）を以下のとおり
算定した。

【水位下降側（基準断層モデル②）】補機冷却海水系取水口前面，取水口前面

■線形足し合わせによる組合せ時間（Tmax）の算定（３／４）

波源モデル
海底地すべりが

発生する時間範囲
（Ts～Ts＋Td）

組合せ時間（Tmax）

十勝沖・根室沖から岩手県沖
北部の連動型地震

日高舟状海盆の
海底地すべり

補機冷却海水系
取水口前面

取水口前面

基準断層モデル② 二層流モデル 45.2（s）～268.1（s） 130.4(s) 138.2(s)

S212S211

第1027回審査会合（R4.1.28）

資料1-1 p427 修正
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：地震に起因する津波

：海底地すべりに起因する津波

：線形足し合わせ

補機冷却海水系取水口前面 取水口前面

海底地すべりの波形を187.9（s）移動させて

（遅らせて）線形足し合わせした波形

海底地すべりの波形を187.9（s）移動させて

（遅らせて）線形足し合わせした波形

Ⅲ．地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の組合せの評価

５．組合せ時間（パラメータスタディ範囲）の設定

• 各津波の補機冷却海水系取水口前面及び取水口前面位置における水位時刻歴波形を線形足し合わせし，組合せ時間（Tmax）を以下のとおり
算定した。

【水位下降側（基準断層モデル③）】補機冷却海水系取水口前面，取水口前面

波源モデル
海底地すべりが

発生する時間範囲
（Ts～Ts＋Td）

組合せ時間（Tmax）

十勝沖・根室沖から岩手県沖
北部の連動型地震

日高舟状海盆の
海底地すべり

補機冷却海水系
取水口前面

取水口前面

基準断層モデル③ 二層流モデル 17.9（s）～187.9（s） 187.9（s） 187.9（s）

■線形足し合わせによる組合せ時間（Tmax）の算定（４／４）
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• 線形足し合わせによる組合せ時間（Tmax ）を基本に，組合せ時間（パラメータスタディ範囲）を以下のとおり設定した。

波源モデル
海底地すべりが

発生する時間範囲
（Ts～Ts＋Td）

線形足し合わせによる組合せ時間

十勝沖・根室沖から岩手
県沖北部の連動型地震

日高舟状海盆の
海底地すべり

敷地前面
補機冷却海水系

取水口前面
（Tmax1）

取水口前面
（Tmax2）

水位上昇側 基準断層モデル① 二層流モデル 76.0（s）～339.9（s） 重畳しない 76.6(s) 87.5(s)

水位下降側
基準断層モデル② 二層流モデル 45.2（s）～268.1（s） ― 130.4(s) 138.2(s)

基準断層モデル③ 二層流モデル 17.9（s）～187.9（s） ― 187.9（s） 187.9（s）

Ⅲ．地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の組合せの評価

５．組合せ時間（パラメータスタディ範囲）の設定

76.0 76.6 79.0 82.0 85.0 87.5 91.0 94.0※

【水位上昇側（基準断層モデル①）】

Ts＋TdTs

【水位下降側（基準断層モデル②）】

Ts＋Td

【水位下降側（基準断層モデル③）】

Ts＋Td

124.0※ 127.0 130.4 133.0 136.0 138.2 142.0 145.0※

182.0※ 185.0 187.9

Ts

Ts

※：ピークが確認されない場合には，ピークが確認できるまでパラメータスタディ範囲を拡大する。

Tmax1 Tmax2

Tmax1 Tmax2

Tmax1・Tmax2

■組合せ時間（パラメータスタディ範囲）の設定

S212S211
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Ⅲ．地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の組合せの評価

６．同波動場での津波解析：水位上昇側

組合せ時間差
（ｓ）

敷地前面
最大水位上昇量

（ｍ）
備考

76.0 10.10

76.6 10.12 Tmax1

79.0 10.09

82.0 10.11

85.0 10.10

87.5 10.14 Tmax2

91.0 10.11

94.0 10.09

：決定ケース

東通原子力
発電所

日高舟状海盆の
海底地すべり

日高舟状海盆の海底地すべり

（浦河沖の海底地すべり）

十勝沖・根室沖から岩手県沖北部

の連動型地震（基準断層モデル①）

76.0 76.6 79.0 82.0 85.0 87.5 91.0 94.0

Ts＋TdTs Tmax1 Tmax2

【パラメータスタディ範囲】

S212S211

• 十勝沖・根室沖から岩手県沖北部の連動型地震（基準断層モデル①）と日高舟状海盆の海底地すべりの組合せ時間をパラメータスタディした
結果を以下に示す。

■十勝沖・根室沖から岩手県沖北部の連動型地震：基準断層モデル①
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Ⅲ．地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の組合せの評価

６．同波動場での津波解析：水位下降側

組合せ
時間差

（ｓ）

補機冷却海水系取水口前面

備考最大水位
下降量（ｍ）

取水口敷高を
下回る

継続時間（分）

115.0 -5.113 4.4 範囲拡大

118.0 -5.114 4.4 範囲拡大

121.0
-5.12

(-5.115)
4.4 範囲拡大

124.0 -5.111 4.4

127.0 -5.109 4.4

130.4 -5.110 4.4 Tmax1

133.0 -5.109 4.4

136.0 -5.107 4.4

138.2 -5.105 4.4 Tmax2

142.0 -5.10 4.3

145.0 -5.10 4.3

：決定ケース

• 十勝沖・根室沖から岩手県沖北部の連動型地震（基準断層モデル②）と日高舟状海盆の海底地すべりの組合せ時間をパラメータスタディした
結果を以下に示す。

東通原子力
発電所

日高舟状海盆の
海底地すべり

日高舟状海盆の海底地すべり

（浦河沖の海底地すべり）

十勝沖・根室沖から岩手県沖北部

の連動型地震（基準断層モデル②）

■十勝沖・根室沖から岩手県沖北部の連動型地震：基準断層モデル②

Ts＋Td

【パラメータスタディ範囲】

124.0 127.0 130.4 133.0 136.0 138.2 142.0 145.0

Ts Tmax1 Tmax2

121.0118.0

範囲拡大

115.0

S212S211 S213
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Ⅲ．地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の組合せの評価

６．同波動場での津波解析：水位下降側

組合せ
時間差

（ｓ）

補機冷却海水系取水口前面

備考最大水位
下降量（ｍ）

取水口敷高を
下回る

継続時間（分）

176.0 -5.21 4.2 範囲拡大

179.0 -5.25 4.3 範囲拡大

182.0 -5.286 4.4

185.0 -5.288 4.5

187.9
-5.29

(-5.290)
4.5

Tmax1

Tmax2

• 十勝沖・根室沖から岩手県沖北部の連動型地震（基準断層モデル③）と日高舟状海盆の海底地すべりの組合せ時間をパラメータスタディした
結果を以下に示す。

東通原子力
発電所

日高舟状海盆の
海底地すべり

日高舟状海盆の海底地すべり

（浦河沖の海底地すべり）

十勝沖・根室沖から岩手県沖北部

の連動型地震（基準断層モデル③）

■十勝沖・根室沖から岩手県沖北部の連動型地震：基準断層モデル③

：決定ケース

【パラメータスタディ範囲】

Ts

182.0 185.0 187.9

Tmax1

Tmax2

Ts＋Td

179.0176.0

範囲拡大（確認用）

S212S211 S213
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• 各評価位置における最大水位上昇量及び最大水位下降量を以下に示す。

Ⅲ．地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の組合せの評価

７．地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の組合せの評価

【水位上昇側】

【水位下降側】

波源モデル 最大水位上昇量（ｍ）

地震 海底地すべり 敷地前面 取水口前面
補機冷却海水
系取水口前面

放水路
護岸前面

十勝沖・根室沖から岩手県沖
北部の連動型
（基準断層モデル①）

日高舟状海盆
（二層流モデル）

10.14 8.74 9.03 8.57

波源モデル 補機冷却海水系取水口前面

地震 海底地すべり 最大水位下降量（ｍ）
取水口敷高※を下回る

継続時間（分）

十勝沖・根室沖から岩手県沖
北部の連動型
（基準断層モデル②）

日高舟状海盆
（二層流モデル）

-5.12 4.4

十勝沖・根室沖から岩手県沖
北部の連動型
（基準断層モデル③）

日高舟状海盆
（二層流モデル）

-5.29 4.5

※：補機冷却海水系取水設備の詳細は，補足説明資料「Ⅶ．計算条件等 ４．津波水位の評価位置」に記載。

S212S211

第1027回審査会合（R4.1.28）
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波源モデル 最大水位上昇量（ｍ）

地震 海底地すべり 敷地前面 取水口前面
補機冷却海水
系取水口前面

放水路
護岸前面

十勝沖・根室沖から岩手県沖北部
の連動型（基準断層モデル①）

日高舟状海盆
（二層流モデル）

10.14 8.74 9.03 8.57

最大水位上昇量分布

取水口前面，補機冷却海水系取水口前面，放水路
護岸前面における水位時刻歴波形※

補機冷却海水系取水口前面

取水口前面

※：水位時刻歴波形は，各取放水設備前面の中央位置に該当するメッシュで抽出（抽出位置は，補足説明資料「Ⅶ．計算条件等 ４．津波水位の評価位置」に記載）

Ⅲ．地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の組合せの評価

７．地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の組合せの評価 S212S211

第1027回審査会合（R4.1.28）
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波源モデル 補機冷却海水系取水口前面

地震 海底地すべり 最大水位下降量（ｍ） 取水口敷高を下回る時間（分）

十勝沖・根室沖から岩手県沖北部
の連動型（基準断層モデル②）

日高舟状海盆
（二層流モデル）

-5.12 4.4

最大水位下降量分布

補機冷却海水系取水口前面における

水位時刻歴波形※１，２

補機冷却海水系取水口敷高

（T.P.-4.0m）

※１：水位時刻歴波形は，補機冷却海水系取水口前面の中央位置に該当するメッシュで抽出（抽出位置は，補足説明資料「 Ⅶ．計算条件等 ４．津波水位の評価位置」に記載）

※２：補機冷却海水系取水設備の詳細は，補足説明資料「 Ⅶ．計算条件等 ４．津波水位の評価位置」に記載。

Ⅲ．地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の組合せの評価

７．地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の組合せの評価 S212S211

第1027回審査会合（R4.1.28）

資料1-1 p430 修正
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波源モデル 補機冷却海水系取水口前面

地震 海底地すべり 最大水位下降量（ｍ） 取水口敷高を下回る時間（分）

十勝沖・根室沖から岩手県沖北部
の連動型（基準断層モデル③）

日高舟状海盆
（二層流モデル）

-5.29 4.5

最大水位下降量分布

補機冷却海水系取水口前面における

水位時刻歴波形※１，２

補機冷却海水系取水口敷高

（T.P.-4.0m）

※１：水位時刻歴波形は，補機冷却海水系取水口前面の中央位置に該当するメッシュで抽出（抽出位置は，補足説明資料「 Ⅶ．計算条件等 ４．津波水位の評価位置」に記載）

※２：補機冷却海水系取水設備の詳細は，補足説明資料「 Ⅶ．計算条件等 ４．津波水位の評価位置」に記載。

Ⅲ．地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の組合せの評価

７．地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の組合せの評価 S212S211

第1027回審査会合（R4.1.28）

資料1-1 p431 再掲

時 間（分）
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